



















































































































































































































一例を提示する。これは WEB で公開されている「新聞で SDGs ワークシート」























































朝日新聞 / ベネッセコーポレーション（2015）『語彙・読解力検定 公式テキ
　スト改訂２版　合格力養成 BOOK 準１級』
朝日新聞社 NIE 事務局 (2011)『新聞授業ガイドブック』朝日新聞社
朝日新聞社 NIE 事務局 (2017)『新聞授業実践ワークブック』朝日新聞社











第２回　他者に貢献するプレゼンテーションをしよう ～ SDGs と課題発見 
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　～：埼玉県立所沢北高等学校2018.06.01
第３回　【WEB「国語の窓」オリジナルインタビュー】SDGｓ初心者先生向
　け　Q&A 2018.06.04 
（注１）　本学ではMicrosoft Teamsをベースにしている。筆者はこれに加えて
　　　LINEのグループ通話も利用した。大学によりGoogle Classroom、Zoom
　　　など配信用のソフトやアプリが異なる。
（注２)　朝日新聞社NIE事務局（2019）『新聞授業ガイドブック』p６-７
（注３)　ゴールとターゲットの例として、10月以降の演習で取り組んでいる
　　　Goal3とターゲット３.１の日本語訳を提示する。この例文を参考にし
　　　て30字以内のオリジナルな日本語コピーを考え、１団体につき１つの
　　　作品を応募することになる。
　目標 ３.
　　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確実にし、福祉を推進する。
　３．１　2030年までに、世界の妊産婦の死亡率を出生 10万人あたり70人
　　　　　未満にまで下げる。
【付記】
　遠隔であっても教室での授業と同質な授業を提供しようと考えるのは当然
であり、筆者もできる限りの努力をしたが、ネット環境や機器の整備をすべ
て快適に整えることは大学側にしても学生側にしてもとても困難な課題であ
ると実感した。一部の学生に大学からPCを貸与したが、カメラ・マイクが
付属していない機器があった。支援に関わる財源的な問題が大きい。またこ
ちら側もマイクやウェブカメラなど外付け機器を購入しようとしたが、ほぼ
全国的に品薄状態がかなりの期間続いて、ハード面での整備ができなかった。
このほかにもさまざまな障害が発生し、コロナ禍という不測の事態に直面し、
事前準備もままならない中で取り組まなければならなかったこのたびの経験
は将来に生かすべく詳細に記録しておく必要があると強く感じたことを最後
に申し上げることとする。
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